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　４月に実施された市議会議員選挙の結果、初当選議員６名を含め40名の議員が選ばれ、令和時代の新しい議会が始ま
りました。深刻な人口減少の問題への対策は、議会全体として積極的に取り組んでいきますが、横浜DeNAベイスターズ
総合練習場の追浜公園への移転や、横浜F・マリノスの練習拠点が久里浜に誕生する等、話題性豊かな幕開けです。
　５月15日には招集議会が開かれ、新体制のもと議長、副議長をはじめとする議会内役職の選出、議会運営委員や各常
任委員の選任等を行いました。

・監査委員
　西　郷　宗　範
　嘉　山　淳　平

・�神奈川県内広域水道�
企業団議会議員

　田　辺　昭　人

・�神奈川県後期高齢者�
医療広域連合議会議員

　南　ま　さ　み

議会の
新しい役職者が
決まりました

令和時代をむかえた新しい議会がスタート

　「令和」という新しい時代の幕開けととも
に、『チーム横須賀市議会』が心新たにスター
トしました。多様化する民意をいかにくみ取
り、市政に反映するかが、議会の最大の役割
です。どこまでも市民目線で、「現場力」「政
策力」「発信力」に磨きをかけながら、頼り
がいのある課題解決型の議会をめざして、今
年も全員野球で頑張ります‼議長

板 橋 　 衛

議長あいさつ
　いま、市議会は市民から多くの期待をもっ
て、その活動を注視されています。その期待
に応えられるよう政策形成において、市政を
全面的にバックアップできるよう努めてまい
ります。また、関東市議会議長会の会長に就
任しました板橋議長を支援して横須賀の意気
込みを全国に伝えていきたいと思います。

副議長
青 木 哲 正

副議長あいさつ

開催日 会議名
８月29日（木） 議会運営委員会
８月30日（金） 本会議、予算決算常任委員会（本会議終了後）
９月 ４日（水） 教育福祉常任委員会（予決算分科会）

都市整備常任委員会（予決算分科会）
９月 ６日（金） 総務常任委員会（予算決算分科会）

生活環境常任委員会（予算決算分科会）
９月10日（火） 特別委員会（設置された場合に開会）
９月12日（木） 予算決算理事会、予算決算常任委員会（11時）
９月17日（火） 議会運営委員会
９月18日（水） 本会議、予算決算常任委員会（本会議終了後）
９月24日（火） 予算決算分科会（教育福祉、都市整備）
９月25日（水） 予算決算分科会（総務、生活環境）
９月26日（木） 予算決算分科会（教育福祉、都市整備）
９月27日（金） 予算決算分科会（総務、生活環境）

 10月 ３日（木） 予算決算理事会、予算決算常任委員会（11時）
 10月 ７日（月） 議会運営委員会、本会議（14時）

議会を傍聴してみませんか
本会議や委員会は、誰でも傍聴することができます。
傍聴は、市議会の活動を身近に感じていただける機会
です。定例議会の日程をご覧いただき、ぜひ、お越し
ください。（詳しくは、市議会事務局へお問い合わせ
ください）

令和元年９月定例議会の日程

インターネットで中継もご覧になれます。（本会議は手話
通訳も同時に行っています。）
９月２日（月）・５日（木）・９日（月）・11日（水）・13日（金）・
19日（木）・30日（月）・10月１日（火）・４日（金）は予備
日です。
時間の記載がないものは10時開会。開会日時は変更され
る場合があります。
最新の状況は市議会HPか議事課でご確認
ください。
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嘉　山　淳　平
長井
当選回数　3
教福　議運

工 藤 昭 四 郎
久里浜
当選回数　1
都整　議運

竹　岡　　　力
ハイランド
当選回数　1
総務

木　下　義　裕
船越町
当選回数　1
総務

長 谷 川 　 昇
長坂
当選回数　3
◎生環

髙　橋　英　昭
湘南鷹取
当選回数　2
都整

加藤ゆうすけ
浦上台
当選回数　2
総務　議運

伊　関　功　滋
久里浜
当選回数　5
教福

永　井　真　人
鴨居
当選回数　3
生環

小 幡 沙 央 里
池上
当選回数　2
生環

議員紹介

自由民主党
団　長　大　野　忠　之
副団長　渡　辺　光　一

大　村　洋　子
浦賀
当選回数　4
教福

小　林　伸　行
野比
当選回数　3
◎総務

ねぎしかずこ
佐野町
当選回数　6
都整

角　井　　　基
佐野町
当選回数　7
生環　議運

井　坂　　　直
長沢
当選回数　2
生環

堀りょういち
根岸町
当選回数　1
教福

葉 山 な お し
吉井
当選回数　2
○都整

小　室　卓　重
鷹取
当選回数　2
教福

青　木　哲　正
野比
当選回数　5
副議長　教福

松　岡　和　行
長井
当選回数　4
○教福

杉　田　　　惺
久比里
当選回数　4
都整

大　野　忠　之
大矢部
当選回数　3
生環　議運

渡　辺　光　一
浦賀
当選回数　3
総務　○議運

青　木　秀　介
池田町
当選回数　5
◎都整

田　辺　昭　人
上町
当選回数　4
都整

加　藤　眞　道
湘南鷹取
当選回数　4
総務

西　郷　宗　範
三春町
当選回数　3
都整

山本けんじゅ
森崎
当選回数　2
教福　議運

田 中 洋 次 郎
ハイランド
当選回数　2
○生環　議運

はまのまさひろ
長坂
当選回数　5
総務

南 　 ま さ み
西逸見町
当選回数　2
総務

藤　野　英　明
若松町
当選回数　5
生環

大　貫　次　郎
山科台
当選回数　1
生環

土 田 弘 之 宣
平作
当選回数　4
生環　◎議運

板　橋　　　衛
汐見台
当選回数　8
議長

石　山　　　満
追浜本町
当選回数　3
都整　議運

関　沢　敏　行
ハイランド
当選回数　3
教福

本　石　篤　志
三春町
当選回数　2
○総務

二　見　英　一
吉井
当選回数　2
◎教福

川　本　　　伸
長井
当選回数　1
都整

氏名
住所地
当選回数
所属委員会等顔写真

凡

例
委員会名の前の◎は委員長、○は副委員長

総務＝総務常任委員会
生環＝生活環境常任委員会
教福＝教育福祉常任委員会

都整＝都市整備常任委員会
議運＝議会運営委員会

よこすか未来会議
団　長
副団長

伊 関 功 滋
永 井 真 人

日本共産党
団　長
副団長

大　村　洋　子
ねぎしかずこ

無会派
会派に属さない議員

公明党
団　長
副団長

土 田 弘 之 宣
石 山 　 　 満



　
６
月
７
日
か
ら
２５
日
ま
で
、令
和
の
時
代
に
入
っ
て
初
の
定

例
議
会
（
６
月
定
例
議
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
３
億
９
，３

６
９
万
円
を
増
額
す
る
補
正
予
算
を
は
じ
め
と
し
た
議
案
１４

件
、
請
願
２
件
、
陳
情
６
件
等
に
つ
い
て
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。　

　
本
会
議
で
は
、
１２
名
の
議
員
が
市
長
等
に
対
す
る
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
２
名
の
初
当
選
議
員
は
、
初

め
て
の
質
問
で
緊
張
し
な
が
ら
も
個
性
が
表
れ
、
新
鮮
味
に

あ
ふ
れ
た
本
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
と
し
て
は
、ア
ニ
メ
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
」

と
「
カ
レ
ー
の
街
よ
こ
す
か
」
の
コ
ラ
ボ
企
画
の
実
施
に
関

す
る
補
正
予
算
や
、
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
伴
う
給
食

費
の
実
費
徴
収
等
に
関
す
る
補
正
予
算
、
旧
市
立
平
作
小
学

校
（（
仮
称
）
横
須
賀
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
）

解
体
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
等
で
す
。

６
月
定
例
議
会
・
一
般
質
問

問 

幼
保
無
償
化
の
始
ま
る

本
年
10
月
ま
で
に
、
待
機
児

童
解
消
は
達
成
さ
れ
る
の
か
。

答 

本
年
４
月
の
待
機
児
童

70
人
の
う
ち
、
60
人
が
１
歳

児
で
あ
る
の
で
、
10
月
に
解

消
す
る
の
は
難
し
い
。

問 

保
育
士
の
子
ど
も
を
優

先
的
に
勤
務
先
の
保
育
園
に

預
け
る
、
も
し
く
は
優
先
的

に
保
育
園
に
入
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
、
今
後
考
え
て

い
く
の
か
。

答 

公
平
性
の
観
点
に
は
十

分
配
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
保
育
士
を
最
優
先

に
と
い
う
こ
と
は
難
し
い

が
、一
方
で
、保
育
士
の
方
が

そ
う
い
う
こ
と
で
勤
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
待
機
児
童
が

減
る
の
で
、
そ
こ
は
両
面
を

見
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

待
機
児
童
の
解
消
を

小
幡
沙
央
里　

  

議
員　

  

よ
こ
す
か
未
来
会
議

無
償
化
し
て
も
保
育
の
質
は
保
た
れ
る
？

加
藤
ゆ
う
す
け  

議
員　

  

よ
こ
す
か
未
来
会
議

公
立
保
育
園
の
環
境
充
実
を・石
炭
火
力
発
電
所

井
坂
直　
　

  

議
員　

  

日
本
共
産
党

放
課
後
対
策
事
業
、
米
軍
の
威
嚇
行
動

小
室
卓
重　
　

  

議
員　
　
無
会
派

問 

認
可
外
保
育
施
設
は
10

月
か
ら
、
経
過
措
置
期
間
中

は
国
の
基
準
を
満
た
さ
ず
と

も
無
償
化
さ
れ
、
劣
悪
施
設

の
新
設
が
懸
念
さ
れ
る
。
条

例
制
定
等
で
無
償
化
す
る
施

設
の
基
準
を
市
独
自
に
つ
く

る
か
。

答 

つ
く
ら
な
い
。

問 

保
護
者
は
、
自
身
の
子

ど
も
が
通
う
保
育
施
設
や
市

に
対
し
苦
言
を
呈
し
に
く

い
。
保
護
者
が
保
育
の
質
に

疑
問
を
感
じ
た
際
、
保
育
施

設
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
際
に
、
相
談
可
能
な
第
三

者
機
関
を
設
け
て
は
い
か
が

か
。答 

県
社
会
福
祉
協
議
会
の

か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運

営
適
正
化
委
員
会
が
第
三
者

機
関
と
な
る
。
市
独
自
の
設

置
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
ず

市
が
対
応
し
、
解
決
し
な
い

場
合
、
第
三
者
機
関
を
紹
介

す
る
。

問 

老
朽
化
が
進
み
雨
漏
り

が
す
る
園
舎
等
の
補
修
、
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
べ
き
だ
。

答 

必
要
な
修
繕
に
つ
い
て
は

適
時
適
切
に
実
施
し
て
い
く
。

問 

保
育
士
が
長
く
働
い
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
休
憩
所

や
ト
イ
レ
等
の
環
境
整
備
は

優
先
的
に
進
め
な
く
て
は
。

答 

保
育
士
確
保
、
保
育
の

質
を
高
め
る
た
め
に
、
働
き

や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
重
要
。
現
場
の
声
を
よ
く

聞
き
、
具
体
的
に
何
が
で
き

る
か
検
討
し
た
い
。

問 

公
立
保
育
園
再
編
の
計

画
を
見
直
す
際
、
地
域
で
子

ど
も
を
見
守
り
育
て
て
い
く

環
境
に
つ
い
て
も
十
分
な
考

慮
を
。

答 

十
分
配
慮
し
た
い
。

問 

石
炭
火
力
発
電
所
建
設

計
画
の
行
政
訴
訟
に
つ
い
て
。

答 

当
事
者
で
な
く
意
見
は

述
べ
な
い
。

払
え
る
国
民
健
康
保
険
料
に
し
て
く
だ
さ
い

大
村
洋
子　
　

  

議
員　
　
日
本
共
産
党

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

答 

生
活
に
非
常
に
影
響
が

あ
る
場
合
に
は
当
然
首
長
と

し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
責
務
だ
。

一人
ひ
と
り
に
よ
り
そ
う
横
須
賀
を
目
指
し
て

堀
り
ょ
う
い
ち  

議
員　

  

よ
こ
す
か
未
来
会
議

問 

今
年
度
施
行
の
横
須
賀

市
自
殺
対
策
計
画
に
つ
い

て
、
市
長
の
意
気
込
み
を
伺

い
た
い
。

答 
自
殺
対
策
は
市
民
の
命

を
守
る
取
り
組
み
そ
の
も

の
。
本
計
画
を
全
庁
的
な
取

り
組
み
と
し
て
着
実
に
推
進

す
る
。

問 

父
親
の
育
児
休
業
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
積
極
的
に

推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

ご
提
案
の
通
り
、
育
児

休
業
を
望
む
全
て
の
職
員
が

取
得
で
き
る
よ
う
、
意
欲
的

な
目
標
を
掲
げ
る
。

問 

マ
イ
ナ
ス
の
要
素
を
な

く
す
だ
け
で
な
く
、
生
き
が

い
や
、
温
か
い
家
庭
な
ど
プ

ラ
ス
の
要
素
を
ま
ち
全
体
に

増
や
す
こ
と
が
、
だ
れ
も
一

人
に
さ
せ
な
い
ま
ち
に
つ
な

が
る
の
で
は
。

答 

そ
の
通
り
前
向
き
に
進

み
た
い
。
一
緒
に
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

公
設
だ
け
で
な
く
全
施
設
で

生
活
保
護
世
帯
等
へ
の
減
免

を
す
べ
き
で
は
。

答 

公
設
で
の
運
営
を
モ
デ

ル
と
し
、
ま
ず
は
利
用
料
全

体
の
低
減
に
取
り
組
ん
で
い

く
。問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
料
が
高
額
で
使
え
な
い

世
帯
に
寄
り
添
う
施
策
は
な

く
て
い
い
の
か
。

答 

ど
こ
ま
で
誰
が
寄
り
添

う
の
か
と
い
う
の
は
、
人
そ

れ
ぞ
れ
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
る
と
思
う
。

問 

市
民
団
体
へ
の
米
軍
の

威
嚇
行
動
に
つ
い
て
、
市
民

を
守
る
べ
き
市
長
か
ら
米
軍

に
抗
議
を
す
べ
き
で
は
。

答 

米
軍
が
銃
口
は
向
け
て

い
な
い
と
言
っ
て
お
り
、
横

須
賀
海
上
保
安
部
も
現
認
し

て
い
な
い
た
め
、
事
実
確
認

で
き
な
い
の
で
抗
議
し
な
い
。

※
こ
の
ほ
か
に
、
小
林
伸
行
議
員
、
藤
野
英
明
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
記
事
は
議
員
一
人
あ
た
り
年
２
回

ま
で
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

６
年
後
の
新
し
い
市
立
病
院
開
設
に
向
け
て

田
中
洋
次
郎　

  

議
員　

  

自
由
民
主
党

問 

新
病
院
の
基
本
計
画
の

策
定
内
容
と
策
定
時
期
は
。

答 

施
設
、
設
備
、
医
療
機

器
等
の
計
画
に
つ
い
て
は
今

年
12
月
末
ま
で
の
策
定
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問 

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く

ソ
フ
ト
面
を
充
実
さ
せ
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向
上
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
考
え
る
か
。

答 

新
病
院
の
建
設
を
行
う

か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
当
然

に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

問 

医
療
技
術
の
向
上
の
み

な
ら
ず
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の

観
点
か
ら
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

そ
の
通
り
で
あ
る
。現
段

階
で
拙
速
に
決
定
す
る
の
で

は
な
く
、技
術
の
進
化
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
病
院
と
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

だ
れ
も一人
に
さ
せ
な
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

大
野
忠
之　
　

  

議
員　

  

自
由
民
主
党

問 

実
施
計
画
に
あ
る
事
業

の
方
針
転
換
は
、
市
民
生
活

を
担
っ
て
い
る
行
政
の
長
と

し
て
、
発
表
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
も
含
め
慎
重
か
つ
丁
寧
に

調
整
す
べ
き
だ
が
ど
う
考
え

る
か
。

答 

復
活
３
構
想
を
訴
え
て

市
民
か
ら
御
支
援
を
い
た
だ

い
た
の
で
、
全
体
を
見
た
と

き
に
正
し
い
な
ら
ば
、
す
ぐ

方
針
は
変
更
す
べ
き
と
考
え

る
。
し
か
し
粘
り
強
く
お
伝

え
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

問 

市
長
の
基
本
構
想
に
基

づ
く
施
策
を
実
施
す
る
中

で
、
市
民
生
活
や
事
業
者
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

答 

自
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
こ
の
ま

ち
は
成
り
立
た
な
い
と
信
じ

て
い
る
。
そ
の
き
っ
か
け
と

す
る
た
め
に
積
極
的
に
仕
掛

け
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

く
り
は
ま
み
ん
な
の
公
園
の
代
替
公
園
に
つ
い
て

竹
岡
力　
　

  

議
員　

  

よ
こ
す
か
未
来
会
議

問 

く
り
は
ま
み
ん
な
の
公

園
の
代
替
公
園
に
屋
内
施
設

を
設
け
、
み
ん
な
の
家
の
機

能
と
複
合
化
し
て
は
ど
う
か
。

答 
機
能
や
管
理
運
営
方
法

等
に
難
し
い
面
も
あ
る
の

で
、
適
正
な
の
か
ど
う
か
総

合
的
に
判
断
し
た
い
。

問 

市
民
の
声
と
し
て
も
上

が
っ
て
き
て
い
る
の
で
検
討

し
て
ほ
し
い
。

答 

検
討
す
る
。

住
民
基
本
台
帳
か
ら
の
個
人
情
報
提
供
は
ダ
メ
！

ね
ぎ
し
か
ず
こ  

議
員　

  

日
本
共
産
党

問 

う
わ
ま
ち
病
院
移
転
後

の
跡
地
利
用
と
上
町
地
域
振

興
計
画
の
策
定
に
は
地
域
の

意
向
が
反
映
さ
れ
る
体
制
の

構
築
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答 

策
定
の
手
法
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問 

防
衛
省
か
ら
の
要
望
に

応
じ
自
衛
官
募
集
に
使
う
た

め
の
満
18
歳
に
な
る
市
民
の

個
人
情
報
を
住
民
基
本
台
帳

か
ら
提
出
す
る
こ
と
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
に
な

る
の
で
は
。

答 

そ
う
と
は
考
え
な
い
。

問 

田
浦
中
隣
の
海
上
作
戦

セ
ン
タ
ー
内
で
の
ヘ
リ
離
着

陸
の
騒
音
が
心
配
さ
れ
る
が
。

答
教 

70
～
80
デ
シ
ベ
ル
は 

蝉
の
声
程
度
で
、
大
き
く
学

習
環
境
を
損
ね
る
こ
と
は
な

い
。問 

み
ん
な
の
家
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
は
。

答 

小
学
校
に
準
じ
て
熱
中

症
指
数
計
も
導
入
し
た
い
。

問 

今
の
公
園
の
良
さ
で
あ

る
自
然
と
触
れ
合
え
る
場
所

も
残
し
て
ほ
し
い
。

答 

自
然
は
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
当

然
の
こ
と
と
考
え
る
。

問 

代
替
公
園
の
内
容
や
近

隣
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
市

か
ら
の
説
明
の
機
会
を
確
保

し
て
ほ
し
い
。

答 

工
事
着
工
前
に
地
元
説

明
会
を
予
定
し
て
い
る
。

教とあるものは教育長の答弁

国民健康保険料について
（お知らせ）イメージ

問 

国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
の
う
ち
横
須
賀
市
で
一

番
多
い
の
は
年
金
所
得
の

方
、2
番
目
が
無
所
得
の
方
。

加
入
者
の
所
得
は
低
い
の
に

保
険
料
は
一
番
高
い
。
市
長

の
見
解
は
。

答 

所
得
に
対
す
る
保
険
料

負
担
率
は
高
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問 

私
は
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
の
保
険
料
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
し
ま
う
の
は
避
け
て

議会シンボルマーク
　「開かれた議会」「市民に親
しまれる身近な議会」を、市
民の一票をくわえた波間を飛
ぶカモメに象徴させ、横須賀
の頭文字Ｙの形にまとめてい
ます。
　青と水色は、横須賀の海と
議会の透明性をあらわしてい
ます。

令和元年（2019年）8月22日第33号（3）



よこすか市議会だより令和元年（2019年）8月22日 第33号（4）

「よこすか市議会だより」は105,950部製作し、1部当たりの印刷経費は5.5円です。 よこすか市議会だよりは、紙へのリサイクルに適した材料〔Aランク〕のみを用いて製作しています。

件　　名 結　果
地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 可　決（賛成多数）
教職員定数改善の推進及び教育予算の拡充を求める意見
書の提出について 可　決（全会一致）

天皇陛下御即位を祝す賀詞に関する決議について 可　決（全会一致）

意見書・決議

審査終了とは、委員の意見が一致しないなど委員会としての結論が出せずに審査を終えた場合を
言います。

件　　名 結　果

請
　
願

土地利用調整関連条例の一部改正案の見直しを
求めることについて 不採択

教職員定数改善の推進及び教育予算の拡充を求める
意見書の提出について

採　択
（意見案提出）

陳
　
情

県への主要農作物種子保全のための条例制定及び国への
主要農作物種子法の復活を求める意見書の提出について 趣旨不了承

総合福祉会館における陶芸焼成窯の新規設置について 審査終了

隣人トラブルへの公的介入の枠組みづくりについて 趣旨不了承

請願・陳情

○＝賛成、×＝反対

議
案
番
号

賛否が分かれた議案

会　　派 無会派
よ
こ
す
か

未
来
会
議

自
由
民
主
党

公

明

党

日
本
共
産
党

木
下
義
裕

小
室
卓
重

杉
田
　
惺

は
ま
の
ま
さ
ひ
ろ

藤
野
英
明13人 12人 ７人 ３人

47 令和元年度横須賀市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○

56 （仮称）追浜公園総合練習場整備工事請負契約の変更契約締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

57 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例中改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

58 保育園条例中改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

59 市立学校の授業料等に関する条例中改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

その他議案13件については、全会一致で可決または同意の旨回答しました。詳細は市議会ホームページにも掲載しておりますので、ご覧ください。
議長は、議事を取り仕切る立場から、採決には加わりません。会派所属議員名は2面をご覧ください。

予算決算常任委員会
補正予算を含む５つの議案等を審査
　６月定例議会では５件の議案と７件の報告に
対して分科会で活発な議論を交わしました。
　委員会は６月21日に開催し、各分科会委員長
から審査報告を受け、討論では「集客プロモー
ション事業は国内外への発信と集客により地域
経済の活性化のために増額補正しているが、集
客数や効果額等の目標値も市民生活に対する配
慮もない。公立保育園や在宅の重度身体障害者
の状況を考えると補正に賛成できない」旨の意
見があり、採決の結果、議案第48号は全会一致
で、第47号及び第57号から第59号までの４件は
賛成多数でいずれも原案どおり可決しました。
� （委員長　青木哲正）

総務常任委員会（分科会）
アニメ系イベント開催等に関する予算を審査
　令和元年度補正予算に関わる審査では、�
「ＯＮＥ　 ＰＩＥＣＥ×横須賀」コラボイベント開催
の市長提案に関して、「一過性のものとせず次
の施策へつなげること」「その効果を他のエリ
アへ還元すること」「経済波及効果測定やアン
ケート結果の情報蓄積・活用の重要性」等、質
疑が交わされました。

　また、消費税増税に伴う軽減措置としてのプ
レミアム付商品券事業費の増額に対しては、「国
の政策に基づき実施する事業の市の負担感」「実
施にかかるシステム改修経費節減に向けた工夫
の必要性」「取扱店舗の周知徹底の必要性」等、
質疑がありました。� （委員長　小林伸行）

生活環境常任委員会（分科会）
消防ポンプ自動車の買入れなどを審査
　補正予算に関わる分科会審査では、地域コ
ミュニティ支援事業に対する助成金の交付決定
に対し、住宅用防災警報器の今後の周知及び啓
発の方向性などについて質疑が交わされました。
　その後の常任委員会では、５件の議案が審査
され、火災予防条例中改正に対しては、同条例
改正に伴う市民生活への影響などについて質疑
が交わされました。
　また、ごみ収集車、消防ポンプ自動車２台及
び救助工作車の買入れに対しては、各物品買入
れに係る入札件数などについて質疑が交わさ
れ、採決の結果、全会一致で原案どおり可決す
べきものと決定しました。
� （委員長　長谷川昇）

教育福祉常任委員会（分科会）
風しんの第５期定期接種実施他について審査
　分科会での補正予算審査では、働き盛り世代
への風しんの予防接種実施に向けた周知方法

や、今回の対象以外で接種を希望する方への対
応について質疑がありました。幼児教育・保育
無償化に関しては、一時預かりが利用しにくく
ならないよう受け皿拡大の必要があるのでは、
また給食費の取扱い変更については保護者負担
の内容を丁寧に説明するべきだといった発言が
ありました。
　最終日には給食センターが建設される旧平作
小学校解体工事の契約議案を審査し、工事の安
全対策やアスベスト除去に関する周辺住民への
周知について質疑がありました。
� （委員長　二見英一）

都市整備常任委員会（分科会）
くりはま花の国施設改修事業
　６月定例議会ではくりはま花の国の遊具入れ
替え工事に係る補正予算について審査を行いま
した。
　当初、３年間で遊具の入れ替えを計画してい
ましたが、国庫補助金の増額により、年度内に
実施することとなりました。委員からは、工事
期間中に遊具が使用できるのか、また新たな遊
具の選定基準やコンセプトについて質問があり
ました。また、一般報告では、横須賀うみかぜ
カーニバル2019について、今年からイベントの
回数を１回から４回に増やし、開催場所をうみ
かぜ公園を含めた４か所で開催するとの報告が
あり、質問を行いました。�（委員長　青木秀介）

　市議会だよりを担当します
「広報広聴会議」のメンバー
が今号より新しくなりました。
引き続きご愛読くださるよう
お願いいたします。

編集後記

常任委員会概要

令和元年招集議会・６月定例議会  審議結果


